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2007年7月1日制 定
2016年4月21B改定
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(1)本誌には、論文のほか、卒論 ・修論 ・博論一覧表、教員業績一覧、学事日程を載せるものとする。
また本誌編集会議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(教授 ・准教授 ・助教、非常勤講師、特約研究員)が論文を日
本語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博士前期課程 ・博士後期課程)、および本
研究室に籍を置く日本学術振興会特別研究員が論文を日本語または英語で投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教員の最低2名
による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を
経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
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首都大学東京 『人文学報(社 会 人類学分野)』執筆要領
(1)投稿論文は、400字詰め原稿用紙に換算して50～60枚を、英文の場合は8.㎜ワードを臓 とする、
写真 ・図表も字数に含めるものとする。
(2)書式は日本文化人類学会機関誌 『文化人類学』の規定に準ずるものとする。
(3)原稿の募集は原則として毎年4月・5月とする。原稿提出期限は原則として毎年10月末日とするが、
原稿募集の際、年度ごとに通知する。
(4)投稿者は、電子ファイル(MSWord)で作成した原稿をメールに添付 し、所定の提出期限までに提
出すること。なお、査読後の最終原稿に関しては、電子ファイルおよび紙媒体を提出すること。
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2017年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文 ・博士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 指導教員
石岡美智瑠 地下アイドルの未熟性と魅力 小田 亮
井上 雪絵 何が女性の友情をつくるのか一 「ママ友」を通して女性の友情関係を考察する一 小田 亮
高田 春菜 「オタク」女子のグッズ交換論一SNS上 での事例を通して一 小田 亮
高橋 千沙 三宅で生きる一 戻るという選択と 「変わらないもの」一 小田 亮
高橋 奈々 おみやげは贈与交換か?一 贈与と分配の混合としてのおみやげ一 小田 亮
辻本 千明 「一人」の受容一 「一人○○」の背景と効果の考察一 小田 亮
中平 薫 日本における星の観光資源化一 スタービレッジ阿智を事例に一 何 彬
西尾 涼子 日本 におけ るネ ッ トコ ミュ ニケー シ ョンに関す る 人類学 的考察一 ネ トゲ ・SNSを参考 に して 一 何 彬
秋山 直人 「共同体」へのノスタルジアー ソーシャル・キャピタル論の批判的検討一 綾部 真雄
内住 哲生 共同性の律動一 北タイ・リスの信仰を超えた文化復興運動 一 綾部 真雄
小林 聖也 文化人類学と国際協カー 開発の人類学と人類学の開発学化をめぐって一 綾部 真雄
武笠 亜美 「超」複製技術時代における芸術鑑賞一 記録と記憶の狭間で一 綾部 真雄
和田麟太郎 ボ ラ ンテ イア ツー リズム の 日本 的効用 綾部 真雄
草刈あずき 文化のロジステイクスー カンボジアにおける日本食の普及とサプライヤーの役割 一 綾部 真雄
石崎 純 ガチ勢ではないアニメ聖地巡礼一 メディアが知らない若者の旅のカタチー 田沼 幸子
川上 愛理 イマドキ若者とSNS-「 食べ物写真」から考える一 田沼 幸子
大塚 将 不確実な世界に他者と 「私」を繋ぐ占い一 現代日本におけるオルタナティブな説明技術とその2つの機能一 石田慎一郎
山岡 舞花 ウェールズの山をめぐる二つのまなざし一 ある農場に住む兄弟の語りから一 石田慎一郎
岩崎 育 瀬戸内海に浮かぶ小島における新たな 「来島者」の出現一 「アート開発」以降の直島を事例に一 深山 直子
岡野 真帆 キリスト教徒にとって 「第二の家」である教会一 都市郊外の教会における信仰の確立と維持の過程から一 深山 直子
丸山 優美 朝霞市で踊るよさこい一 「関八州よさこいフェスタ」を事例に一 深山 直子
村田奈津子 飼い主の捉えるペット像一 横浜市のペット遺体処理の実施から考察する日本人のペット観一 深山 直子
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修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイ トル 主査
瀧澤宏明 ゆるやかな連帯を生んだ 「先住民」一 沖縄 「琉球弧の先住民族会」の活動をめぐって一 小田 亮
鄭 遇給 辛味の食文化一 四川料理を解読する一 何 彬
那 雅楠 流行する死後祭祀一 中国北京市における死者儀礼の衰微と再興一
ノ
何 彬
村上 武則 インド北東部マニプル州における民族画定をめぐって 綾部 真雄
孫 夢 中国人留学生が教会に 「入る」理由一 日中留学政策と個人のライフストーリーから考察する一 田沼 幸子
国広伽奈子
公共空間に積み重なる文脈を失った死
一 社会そして個人の生と 「人身事故」の距離はいかにして遠ざかり、
再び近づくのか一
石田慎一郎
博士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
村松 彰子 〈委ねる〉という構えの文化人類学的研究一 現代沖縄社会のアクチュアリティの世界から一 小田 亮
川瀬 由高 共同体なき社会の 〈韻律〉一 中国南京市郊外農村における非境界的集合をめぐる民族誌的研究一 何 彬
二文字屋脩 非在に生きる一 ポスト遊動狩猟採集民ムラブリの社会性をめぐる民族誌的研究一 綾部 真雄
Nguyen
PhucAnh
ContemporaryVietnameseKinshipontheMove:
ATheoreticalCritiqueofK㎞shipStudies
綾部 真雄
大石 侑香 西シベリア森林地帯のハンティの生業と生態適応一 漁携牧畜複合をめぐる民族誌 一 石田慎一郎
)
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2017年度社会人類学分野教員業績一覧
(2017年4月～2018年3月)
小田 亮(教授)
論文 2018「災害ユー トピアが終わるとき一 ス トリー トを 〈コモ ン〉にす るとい
う こ と 」『ス ト リー ト人 類 学 』関 根 康 正(編)、 風 響 社 、pp.1-21。
2018「コモンとしての景観/単 独性 としての風景一 景観人類学のために」
『人 文 学 報 』514-2:1-21。
口頭発表 2017「学会か らの挨拶 と説明」(2017年度 「次世代育成セ ミナー」(東京外国語
大学アジア ・アフリカ言語文化研究所、2017年11月26日)
2018コメン ト「『日本人を演 じる』の衝撃一一美術家の問い、人類学者の応答」
(日本文化人類学会関東地区研究懇談会、共催:東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所基幹研究 「アジア ・アフリカにおけるハザー ド
に対する 『在来知』の可能性の探求:人 類学における ミクローマ クロ系
の連関2」(AA研人類学班);於:東 京外国語大学 アジア ・アフリカ言語
文化研究所、3月10日)
何 彬(教授)
単編著 2017何彬 ・陸春彪(共著)『箸の文化』上海市松江区文化放送管理局。
論文 2017「浅談 日本的虎一 兼談文化的濾過機能」(日本の虎について一 文化の
濾過機能を論 じる)『台湾虎爺信仰研究 とほか』陳益源(編)、里仁書店
pp.645-660。
口頭発表 2017「民俗伝承の主体 と場の転換一 現代 日本社会 を事例 に」(第1回東 アジ
ア民俗文化 と民間文学論壇;於:中 国雲南大学、2017年8月20日)
2018「日本と中国の異同研究一 葬送民俗 と文化の角度から」(歴史口述文化
協会研究会;於1桜 美林大学、2017年11月19日)
その他
2017何彬(編)『和食研究一 歴史と文化の視点から(基礎ゼ ミナールレポー
ト集)、首都大学東京社会人類学研究室。
2017「食文化」『華僑華人の事典』華僑華人の事典編集委員会(編)、丸善出版。
2018「中国葬儀関連文献 目録1990-2015(その1)」『人文学報』514-2:23-
34。
綾部 真雄(教授)
単編著 2017『2016年夏期北部 タイフィール ドスタデ ィ予備報告書』綾部真雄 ほか
(編)、首都大学東京社会人類学研究室。
2018(印刷中)『 詳論 文化人類学一 基本か ら最新領域を深 く学ぶ』桑山敬
己 ・綾部真雄(編)、 ミネルヴァ書房。
2018(印刷中)東 南 アジア文化事典』信田敏宏 ・綾部真雄ほか(編)、丸善出版。
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論文
口頭発表
その他
2018(印刷 中)「 安全保障 とアイデ ンティテ ィ・ タイ山地民の国籍問題をめ
ぐる2つのコンテクス トから」『国家安全保障の脱構築』、遠藤誠治(編)、
有信堂。
2018(印刷 中)「 同時代 のエスニシティ」『詳論 文化人類学一 基本か ら最
新領域 を深 く学ぶ』桑山敬己 ・綾部真雄(編)、 ミネルヴァ書房。
2018(印刷 中)「 認識論 と存在論」『詳論 文化人類学一 基本か ら最新領域
を深 く学ぶ』桑山敬己 ・綾部真雄(編)、 ミネルヴァ書房
2017PredicamentsofRitual:LisuinThailandandTheirPragmaticEndeavourto
ResuirgentVernacularPractices,13thinternationalConferenceonThaiStudies,
ChiangMai,Thailand(2017年7月17日).
2017ActivatingEducatedIlliterates:AnAttemptatArchivingOrallyInheritedRitUal
ChantsamongtheLisuinNorthernThailand,AnnualMeetingofAmerican
FolkloreSociety,Minneapolis,Minnesota(2017年10月20日)
2017ReorientationofEngagement:OnFluctUationof"No㎜ality"inAnthropology,
JointSymposiumon"CreationandDestmctionoftheWorld",Sophia,Bulgaria
(2017年11月3日).
2017「 フ ィ ー ル ドの 内 在 的 理 解 に 向 け て 一 タ イ 北 部 リ ス の 村 落 で 学 生 を 招
魂 儀 礼 に 参 加 さ せ る こ と の 意 味 」(大 学 教 育 に お け る 「海 外 体 験 学 習 」 研
究 会 年 次 大 会;於:明 治 学 院 大 学 、2017年12月2日)
2018(PlenarySession)LisuinAction:ObservationBasedollThirtyYearsof
Interaction,internationalConferenceonLisuStUdies:100thAnniversaryofLisu
inThailand,ChiangMai,Thailand(2018年2月24日).
2017「タイ農山村における麻薬の現状」『所報(盤谷 日本人商工会議所)』662:
44-48。
2018(印刷 中)「 ケシ栽培」『東南 アジア文化事典』信田敏宏、綾部真雄 ほか
編)、丸善出版。
2018(印刷 中)
2018(印刷 中)
2018(印刷 中)
2018(印刷 中)
2018(印刷 中)
「ASEAN共同体」同上書。
「先住民」同上書。
「タイ」同上書。
「タイ料理」同上書。
「文化復興運動」同上書。
田沼 幸子(准教授)
論文 2018(印刷 中)「 映像 と人類学」『詳論 文化人類学一 基本か ら最新領域 を
深 く学ぶ』桑 山敬己 ・綾部真雄(編)、 ミネルヴァ書房。
2018「本 当はよく知 らない 『重要 な他者』一 社会人類学演習IIインタビュ
ー作品2017年」『人文学報』514-2:35-63。
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口頭発表 2017分科会 「スペ イン/カ タルーニャの民族誌試論一 ネオリベ ラリズムと
いう視点から」主催 ・冒頭発表(日本文化人類学会第51回研究大会;於:
神戸大学鶴 甲第一キャンパス、5月28日)
2017「チ ップが変わったか ら一 バルセロナ在住一 キューバ人の自己認識
の語 り」(分科会 「スペ イン/カ タルーニャの民族誌試論一 ネオ リベ
ラリズムという視点から」主催 ・冒頭発表(日本文化人類学会第51回
研究大会;於:神 戸大学鶴甲第一キャンパス、5月28日)
2017「書かなかったこと、撮 らなかったこと一 キューバの人類学 的研究 に
ついて」(シンポジウム 「キューバ再考一 あ らたな展望 を求めて」、日
本ラテンアメリカ学会第38回定期大会;於:東 京大学、6月4日)
2017グループ発表 「スペ インの 『コ ミュニズム』一 『負債論』の民族誌的
検討」主催 ・冒頭発表(カ ルチュラルタイフーン2017;於:早稲田大学、
6月24日)
2017「私はこれに何 も負 っていない一 革命キューバで生 きることと去るこ
との 重 さ」(グループ発表 「スペインの 『コミュニズム』一 『負債論』
の民族誌的検討」(カルチュラル タイフー ン2017;於:早稲 田大学、6
月24日)
2017「現代キューバにおける友情と家族一 日常生活の人類学的考察」(立教
大学 ラテ ンアメリカ研究所主催 ・公開講演会 「第48回現代のラテ ンア
メリカ;於:立 教大学池袋キャンパス、11月11日)
2017「キューバ生活のモラリティー 暮らしのなかで見 えて くること」(京都
イスパニア学研究会第26回大会、京都外国語大学スペイン語学科共催;-
於:キ ャンパスプラザ京都、12月9日)
2018趣旨説明 「『日本人を演 じる』の衝撃一 美術家の問い、人類学者の応
答」(日本文化人類学会関東地区研究懇談会、共催=東京外国語大学ア
ジア ・アフリカ言語文化研究所基幹研究 「アジア ・アフリカにおける
ハザー ドに対する 『在来知』の可能性の探求:人 類学における ミクロー
マ クロ系 の連関2」(AA研人類学班;於:東 京外国語大学アジア ・アブ
リカ言語文化研究所、3月10日)
その他 【映像上映 ・質疑応答】
2017『CubaSentimental』(日本 ラ テ ン ア メ リ カ 学 会 第38回 定 期 大 会 、 第 一 回
AJEL映画祭、於:東 京大学、6月3日)
2017『CubaSentimental』(立教 大 学 ラ テ ン ア メ リ カ 研 究 所 主 催 ・公 開 講 演 会
「第48回 現代のラテンアメリカ」於:立 教大学池袋キャンパス、11月
11日)
【エ ッセ イ 】
2017「カス トロとゲバ ラ、そ して ミイラについて」『ロシア革命 とソ連の世紀
第3巻 冷戦と平和共存』松戸清浩ほか(編)、岩波書店、pp.277-278。
【深山直子と共同監修】
2017山内健太郎 ・村主直人 ・孫夢 ・内住哲生 「初めて見るかのように一 ス
マホで もできる人類学的映像実践」(カルチュラルタイフー ン2017;於:
早稲 田大学、6月24日・25日)
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石田 慎一郎雄(准教授)
論文
口頭発表
その他
2017"HomicideCompensationinanigembeCommunityinKenya,2001-2015:
FifteenYearsofClanMakinginaLocalContext,AfdcanStudyMonographs,
38(4):173-220.
2018(印刷 中)「 法 と 人 間 」『詳 論 文 化 人 類 学 』桑 山 敬 己 ・綾 部 真 雄(編)、
ミネ ル ヴ ァ書 房 。
2018"ForaManWhoNeverDiesandWhoEatsHisOwn:RevivalofClaninLocal
CommunitiesoftheIgembeinKenya,TheJoumalofSocialSciencesand
Humanities514-2(Socialanthropologyll)『人 文 学 報 』514-2:65-98.
2017「オルタナティブ ・ジャスティスはリーガルプルーラリズムの応用問題
か」(日本文化人類学会第51回研究大会;於:神 戸大学鶴 甲第一 キャン
パス、5月27日)
(翻訳)
2017ジュグナ ・ギチェ レ「ローカルな知識 による環境保全 と社会経済開発
の試み ケニア ・メル地方ギー トゥネ ・フォレス トの事例 から」石
田慎一郎 ・板久梓織(訳)『ノモス』41:37-55。
(書評)
2017小馬徹 『「統治者なき社 会」と統治 キ プシギス民族の近代 と前近代
を中心 に』『神奈川大学評論』87:133。
2017FemandaPirie,TheAnthropologyofLaw.『社会人類学年報』43:165-172。
2018徳永賢治 『南島法と多元的法体制』『法社会学』84:129-134。
深山 直子(准教授)
単編著 2018『先住民か らみる現代世界一 わた したちの〈あた りまえ〉に挑む』、
深山直子 ・丸山淳子 ・木村真希子(編)、昭和堂。
論文 2018「8ヒ トの繋が りと社会 集団」「11も ののや りとりと社会 関係」「14
グローバ リゼーションとロー カル社会」、『総合人類学 としてのヒ ト学』
高倉浩樹(編)、放送大学教育振興会。
2018「初めての参与観察一2017年度 『社会人類学演習 ∬』の学生 レポー ト
集」『人文学報』514-2:99-138。
口頭発表
一ド
2017「現代 ニュージーラン ドにおける 『二文化主義』のアフターライフー 政
治的アイデ ンティテ ィとしてのマオ リと日常的実践 としてのマオリを
繋 ぐための試論」(国立民族学博物館 共同研究 「政治的分類一 被支配
者の視点か らエスニシティ ・人種 を再考する」;於:国 立民族学博物館、
2017年11月11日)
2017コメ ント・通訳 「ニュージーラン ドの先住民族マオ リとアイヌー 国
連先住民族権利宣言を手がか りにして」(関西大学法学研究所第140回特帽
別研究会;於:関 西大学、2017年11月18日)
2017「NZにおける先住民族マオリの位置付け一 先住権認定の 『先進国』の
事例」(市民外交センター73.05設立35周年記念シンポジウム 「国連先住
民族権利宣言採択10周年を迎えて」;於:津田塾大学、2017年12月16日)
}
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その他 2017「サ ンゴを原材料 とする沖縄漆喰 の盛衰 沖縄 ・石垣島 を中心 に」
『OceanNewsletter』414:6-7。
【田沼幸子 と共同監修】
2017山内健太郎 ・村主直人 ・孫夢 ・内住哲生 「初 めて見るかの ように
スマホで もで きる人類学的映像実践」(カルチュラルタイフー ン2017;
於:早 稲田大学、6月24日 ・25日)
澤井 充生(助教)
論文
口頭発表
2017"RememberedSufiSaint:Reconstructionofa"Gongbei"andtheStrugglesfbr
theLeadershipinNingxia.FamilメEthnicityandStateinChineseCulture㎜der
theImpactofGlobalization,HanMinandHironaoKawai(eds。),Bridge21
Publications,PP.237-256.
2018「近現代内モ ンゴルの政治変動 と回民社会
のその後」『人文学報』514-2:163-197。
2018(印刷中)
『中国回教社会の構造』
「社 会 主 義 を経 験 した 回 民 の ハ ラ ー ル 産 業 一 近 現 代 中 国 に お
け る 伝 統 知 の 変 容 」『ム ス リ ム ・マ イ ノ リ テ ィ の ハ ラ ー ル 食 品 消 費 行 動
の 関 連 要 因 東 ア ジ ア と西 欧 の 比 較 研 究 』(平 成29年 度 科 学 研 究 費
補 助 金 ・基 盤 研 究B研 究 成 果 報 告 書)。 ※ 課 題 番 号:15HO3417、研 究
代 表 者:小 島 宏 、 早 稲 田大 学 。
2018(印刷 中)「 中 国 華 北 の 清 真 寺 共 同 体 の 秩 序 と構i造 民 国 期 の 調 査 資 料
を手 が か り と して 」 『粕 彩 清 真 』金 立 言(編)、 香 港 基 石 出 版 有 限 公 司 。
2018(inpress)"lsTurkishMuslim`Uthmana`Da`i'or`IntelligenceAgent'?:
℃ollaboration'betweenJapaneseArmyandMuslimMinoritiesinChina."
GECMISTE?>G乙η>UMUZERUSYAMUSLUMANLARIVEMATBUAT
HAREK肌ERI,MerthanDundar(ed.),TiirkTarihKurumu.
2017「ハ ラール食品を生産する伝統的技法の変容一 内モ ンゴル ・華北に暮
らす回族の事例から」(2017年第3回 アジア ・ムスリム研究会;於:早 稲
田大学早稲 田キャンパス14号館4階405教室)
㌧
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2017年度社会人類学分野学事日程
(2017年4月～2018年3月)
4月
4月7日(金) 入学式
新2年生ガイダンス
卒業論文ガイダンス
大学院新入生ガイダンス
研究生ガイダンス
4月14日(金) デンバー ・メ トロポリタン州立大学レベ ッカ ・フォーガッシュ教授
特別授業
5月
5月27日(土) 日本文化人類学会第51回研究大会OB・OG全 体集会
5月28日(日) 日本文化人類学会第51回研究大会
6月
6月10日(土) 大学院修士論文指導 ・博士論文指導合宿
6月11日(日) 大学院修士論文指導 ・博士論文指導合宿
6月16日(金) デンバー ・メ トロポ リタン州立大学キム ・イルスー教授特別講義
6月28日(水) ポーランド国立 グダンスク大学ヤツェク ・スプリスガル ト准教授特
別講義
7月
7月3日(月)
ポーランド国立グダンスク大学ヤツェク ・スプリスガル ト准教授特
別講義
7月5日(水)
ポーラン ド国立グダンスク大学ヤツェク ・スプリスガル ト准教授特
別講義
7月7日(金) 博士論文口頭試問
、
7月10日(月) ポーラン ド国立グダンスク大学ヤッェク ・スプリスガル ト准教授特
別講義
7月11日(火) 博士論文口頭試問
7月27日(木) 卒業論文中間発表会
9月
9月25日(月) 大学院入試(博士前期課程)
9月26日(火) 大学院入試(博士前期課程)
9一月30日(土) 社会人類学基礎演習合宿
10月
10月1日(日) 社会人類学基礎演習合宿
10月12日(木)1年生対象分野別ガイダンス
3年生対象卒論計画書ガイダンス
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11月
11月7日(火) 1年生対象分野別ガイダンス
12月
12月28日(木)日本文化人類学会第4回国際シンポジウム 「東アジアにおける人類
学の国際化/グローバル化一 第二部 中国と日本」(共催)
1月
1月24日(水) 博士論文口頭試問'
1月25日(木) 卒業論文発表会
1月31日(水) 修士論文口頭試問
2月
2月2日(金) 博士論文口頭試問
2月15日(木) 大学院入試(博士前課程)
2月16日(金) 大学院入試(博士前課程 ・博士後期課程)
3月
3月9日(金) 博士論文口頭試問
3月22日(木) 卒業式 ・修了式
平成30年3月20日 印刷
平成30年3月20日 発行
「人 文 学 報」 第514-2号
非 売 品
東京都八王子市南大沢1丁 目1番地
編集 ・発行者 首都大学東京 人文科学研究科
人文学報編集委員会
代 表 者 平 井 博
有限会社 青史堂印刷
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